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暑熱ストレスの影響と対策
技術
情報

　今年も暑い季節がやってきました。酪農家の皆さん
はすでに暑熱対策を始めておられると思います。
　気象庁の発表によりますと，今年の 6～ 8月は太平
洋高気圧に覆われやすく，気温は高いという予測です。
畜技センターがある庄原市では最高気温が 25℃を超
える日が 4～ 5月ですでに延 21日（5/29 時点）もあり
ました。これからさらに温度，湿度が高まるこの時期
に，暑熱ストレスについて再度理解し，効果的な対策
について考えていきたいと思います。

●乳牛が暑熱ストレスを感じ始める時期
　現代の泌乳牛は，高泌乳化に伴い熱生産量が増加
し，暑熱ストレスを受けやすくなっています。しかし，
乳牛の暑熱ストレスの指標として使われているものの
中には半世紀以上前の低泌乳牛で評価された指標もあ
り，現代の牛に当てはまらなくなっていることが指摘
されています。
　畜技センターでは，以前に実施した研究成果で，乳
量 30kg以上の泌乳牛で暑熱ストレスへの反応時期を
調査し，環境温度として「体感温度 21℃」という指標
を示しています。この指標は，体感温度ごとに調査し
た乳牛の全体の体温を代表する「平均体温
（皮膚温度と直腸温度から算出）」が体感温
度 21℃で上昇することに基づいています。
つまり体感温度 21℃では体内で産生され
た熱を放散させようとする生理的な反応
が働きはじめているということなのです。
さらに，体感温度 25℃を超えると，直腸
温度，呼吸数が増加してくることから，体
感温度 25℃が泌乳牛の生理的な臨界温度
と考えられます。　
　では体感温度 21℃になるのはいつ頃か
らでしょうか。この指標が示された 20 年
前には，気温 21.5℃に達する日が県南部
で 5 月上旬，北部で 5 月中下旬であった
ことから，この時期を送風開始の時期とし
ていました。しかし，今年の気象データを
みると，県内ほとんどの地域で 4 月の中
旬には気温 21.5℃に達していました。近
年の平均気温をみても 20 年前に比べると

1～ 3℃程度高くなっており，乳牛が暑熱ストレスを
感じ始める時期は，さらに早まってきていると考えら
れます。平年気温から考えても，4月下旬には送風を
開始することが適当と思われます。
　図は体感温度の早見表を示しています。実際の牛舎
内の気温，湿度を確認し，対策の目安にしてください。

●暑熱ストレスを軽減する
　暑熱ストレスを軽減するために，まずすべきことは
環境改善です。牛舎内の熱を減らし，牛の熱を奪うこ
とです。日射を遮ることや屋根の断熱をすることは，
牛舎内の熱を減らす有効な手段です。また，熱を奪う
ためには送風と気化放熱を利用することが効果的で
す。牛の体に風を直接当てると体表面の熱を放散しま
すが，さらに気温が高いときの放熱は，呼吸や体表面
からの気化放熱に依存します。気化放熱を増加させる
細霧と送風を組み合わせた気化冷却システムは，暑熱
ストレス軽減に非常に有効です。また，夜間の放射冷
却の時間に送風等を行いましょう。併せて，牛が新鮮
な水を自由に飲めることが必要です。


